ロータス・カルテット・メンバー

クリスティーネ・ブッシュ（ ヴァイオリン）
小林幸子（ヴァイオリン）
山碕 智子（ヴィオラ）
齋藤　千尋（チェロ）

クリスティーネ・ブッシュ（ ヴァイオリン）
シュトゥットガルトに生まれ、モーシンゲン／テュービンゲンの豊かな自然に囲まれて育ったクリスティーネ・ブッシュは、フライブルク、ウィーン、ヴィンタートゥール／チューリッヒでヴァイオリンを研鑽。在学中からすでに、コンチェントゥス・ムジクス・ウィーン、ヨーロッパ室内管弦楽団、フライブルク・バロック・オーケストラといった世界的アンサンブルに参加し、早くから注目を集めました。
ソリスト、室内楽奏者として、「モダン」ヴァイオリンと「バロック」ヴァイオリンの双方を自在に操り、世界各地の舞台で聴衆を魅了。近年はフィリップ・ヘレヴェッヘ率いる「コレギウム・ヴォカーレ・ヘント」のコンサートマスターを務めるほか、「プレイ・アンド・リード」のスタイルで、ポツダム室内アカデミー、カメラータ・ベルン、フライブルク・フィルハーモニー管弦楽団、同バロック・オーケストラなどを牽引しています。

小林幸子（ヴァイオリン）
　小林幸子は東京芸術大学及び大学院修士課程に学び、在学中よりアンサンブル オブ トウキョウで演奏活動を始め、1993年第61回日本音楽コンクールにて第3位入賞。
　1995年より安田生命クオリティオブラウフ文化財団より奨学金を得て、シュトゥットガルト音楽大学で修士課程、室内楽科で学ぶ。これまでに浜中康作、井上巌、阿部靖、田中千香士、浦川宜也、ヴィルヘルム・メルヒャーの各氏に師事。
　
山碕 智子（ヴィオラ）
1992年～
大阪センチュリー交響楽団　初代首席奏者
ロータス・カルテット（ドイツ・シュトゥットガルト）
相愛学園子供のための音楽教室を経て、相愛高等学校音楽科、相愛大学音楽学部卒業。
ヴァイオリンを樋口育世、故 東儀祐二、曽我部千恵子、佐藤美都子、小栗まち絵の各氏に師事。
1988年 相愛大学在学中にヴィオラに転向し、以後 井手修三、竹内晴夫、店村眞積、菅沼準ニ、ヘルマン・フォスの各氏に師事。
1990年 新たに創設された、大阪センチュリー交響楽団(現 日本センチュリー交響楽団）の首席ヴィオラ奏者に抜擢され、大学卒業と同時に就任し注目を集める。
この年の夏、イタリアのシエナ・キジアーナ音楽院での講習会で室内楽をリッカルド・ブレンゴラ、ヴィオラをユーリ・バシュメットのもとで受講し、共にデュプロマを受賞。さらに宝塚ベガコンクール室内楽部門第3位、NHK洋楽オーディションにも合格する。
1992年 大阪センチュリー交響楽団特別演奏会で『ウォルトン：ヴィオラ協奏曲』のソリストを務める。（指揮＝ウリエル・セガル）
1993年 ロータス・カルテットとして、第1回 大阪国際室内楽コンクールで第3位に入賞。
1995年 ロータス・カルテットとして、シュトゥットガルト音楽芸術大学に留学し、メロス弦楽四重奏団に師事。
1997年 ロータス・カルテットとして、難関 ロンドン国際弦楽四重奏コンクールでメニューイン特別賞を、ドイツBDI音楽コンクール弦楽四重奏部門で第1位に輝く。

齋藤　千尋（チェロ）
　日本発祥ながら長年ドイツを拠点に欧州で活躍を続けるロータス・カルテットのチェリスト齋藤千尋は、近年弦楽四重奏における演奏のみならず、モダン・チェロは勿論のこと、バロックチェロも演奏するソリストとしての活動も注目集めており、2011年2月には東京と大阪で『チェロの進化論』と題するソロリサイタルを行って好評を博するなど、今後動向が注目される欧州で活躍する日本人チェリストの一人である。
　東京芸術大学付属高等学校、同大学を卒業し、在学中に安宅賞受賞。日本音楽コンクール、宝塚ベガコンクール、日本室内楽コンクール等にも入賞。
　安田生命クオリティオブライフ文化財団より奨学金を受けシュトゥットガルト音楽大学においてKA（修士課程）、ソリストコース、室内楽科に学び、さらにフランクフルト音楽大学で、クリステイン・フォンデア・ゴルツにバロックチェロを師事している。
　1992年に結成したロータス・カルテットの一員として大阪国際、ヴィオッティ国際、ミュンヘンＢＤＩ、パオロ・ボルチアーニ国際弦楽四重奏コンクール等で上位入賞を果たし、ロンドン国際弦楽四重奏コンクールでは、メニューイン特別賞や新曲（ルチアーノ・べリオ）最優秀演奏賞を併せて入賞している。
　近年弦楽四重奏における演奏のみならず、モダン・チェロは勿論のこと、バロックチェロも演奏するソリストとしての活動も注目集めている齋藤千尋は、2011年2月には東京と大阪で『チェロの進化論』と題するソロリサイタルを行って好評を博するなど、今後動向が注目される欧州で活躍する日本人チェリストの一人である。
　
